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文：化14年十一月の限石
On　the　Meteorite　of　November，　1817．
苗印田大儲講師瀧口　宏Hirosi　’Takiguti．
　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　天室の現象として電光，鳴響，震動を伴ふ場合の盆石の落下は稀であり，衆
人をして驚愕，怪異の念を抱かしめる．これが爲，古画屡々記録に獲され，我
國に於て既に日本書記以下の史書に怠れを認め得る如く，三面，支那に於ても
皇紀初年に近い頃の落下記鋒を残してみる．
　　　　　　　　　　　　　　　　　2
　文化14年（學暦1817年）十一月220の江戸は，3日前からの快疇が績V・てるた
が，昼すぎの未刻（14時）頃，突然西：方に物すごい雷鳴の如き音響を聞き，爲
に都人士は騒然として，その何物たるかを怪んだのである．この時，傷者はと
の音響に件ぴ“光り物”を目撃したとも云ふ．
　當時，江戸に居冒せる國學者小山田興清も亦此の怪響を聞き，その模様を下
の如く日記に留めてみる．（此の日記は雑書櫻日記と期し，文化12年〔1815〕
七月より文政3年〔1820〕二月に亘る間のもので，自筆本が早潮田大學附属墨書
館に保存されてみる．）
　十一月22日．暗，午打さがるころ，富士箱根の方にあたりて，雷のごときび
　N“きあり．出て望むに，西南の室かきくもりて，何のゆゑといふ事をしらす．
更にこれに就き，彼は同月28日，次の如ぐ評してみる．
　28日．雪，四時に晴ぬ．春登法師，赤澤四藏助まうでく，内藏助語云．22日
　の震動の時，武藏入王子近所の子安村，同大和田川原，日野の僚の三所へ，
　三尺計の石，室より落たグ他所におちたるは全くして，地中三尺計も打こ
　みたり．大和田川原なるは，石地へ落たれば，くだけたりとV・へり．そのく
　だけを人のもて建て見せたりしに，嶢石のさま也きといへり．
この事件に就き，武江年表巻之七に於ても，次の如く取扱ってみる．
　十一月22日，晴天，未刻頃，江戸市中雷鳴め如き響して，光り物，室中を飛
　ぶ．（武州八王子横山宿の畑中へ落ちたり．長三尺，幅七尺，厚六寸程燃りた
　る石也）｛（）内ハ註記．｝
松浦清，亦，此のことにつき，甲子夜話中に述べ，次の如き比較的詳細なる記
載を撲iしてみる．
　最早七八年ニモ成ケラン．是ハ書ノコトニテ，此度ノ如キ音シテ飛物シタル
　ガ，八王子農家ノ畑ノ土二大ナル石ヲユリ込タリ．其質焼石ノ如シトテ，人
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　k打碑テ玩べリ，今度ノ弊片モ同ジ質ナリト，見タリシ人云キ．」昔，星障テ，
　石トナリシ杯云コトハ，是等ノコトニモアルヤ．造化ノ所三軒意外ノコトナ
　リ．前二云フ七八年前ノ飛物ハ，正シク予が中ノ船見タルガ，其大サ四尺ニ
　モ過ギナン，赤キ・ガ如ク，黒キが如ク，雲ノ如ク，火焔ノ如ク，鳴動回轄シ
　テ中天ヲ迅飛ス．疾行ノアト火光ノ如ク，且ク飴響ヲ曳クコトニ三丈二及ベ
　リ．東北ヨリ西方二往タリ，見シ考，始ハ驚キ見ヰタルガ，』後斑白テ家雪下
　入り，戸ヲ塞ギタレバ，末ヲ知ラズ1・．
これは松浦清が友人林子氏より“十月．8日夜袖瓦（20時）過ぎ西天に大砲の如き
響を聞き，音の北方に移るに從ぴ，た貸ちに北戸を開き見れば，樹北天に絵轟
轟みてあり．人宿てに當時通行せる者が光り物の飛ぶのを見たと聞き，帰座日
後には，早昼田の御家入の：玄關に石落ち，屋根を抜き，砕片飛散せる事件の同
時刻に起りしを知る”と話され，同船實の記戴をなし，更に歎年前の阻右に言
を及ぼしたものである．この記述は文政6年〔1823〕十月のことで，文化14年を
隔る6年後であIP，衛當時の人士に張き印象を與へてるためであらう．
　　　　　　　　　　　　　　　　　3
　先年，筆者は友人雫野元三郎氏と共に：，下総國分寺の調査中，同標題文書中
より，はからずもこの腰当に幽する實見者の記録を得たのであって，これに依
れば，次の如く，限石の落下せる諸部落より，訴駄として，實物（残欠）と共
に，役所に提出せるものにて，概ね前諸記鋒と符合し，當痔の模様を髪髭たら
しめ得るものである，
　　　乍恐以書付御訴奉申上候
　一．武州多摩郡八王子横山宿ノ内子安宿名主彦右エ門年老牛右エ門一同奉呈
　　上候．當降心二日快晴二御座候嘘未之刻頃室中ヨリ如雷鳴地響震動致シ當
　　悪露内上野原宿金剛院脇畑へ其節怪敷物落候様子二付，早速罷意見屈候庭
　　畑二雪有之五六尺四方へ泥刎候様子二相見へ地中四尺臆意ク潔癖電位打寄
　　掘出候虚大サ凡長三尺横六七寸之大石二而外廻リ黒勿論落候響ニテ悉ク割
　　　　　　　　へ　　候様子二有之気中鳴暗主後而凡（？）戴三間四方程有之候者東北之方ヨリ西
　　南之方へ飛去酒壷申事．飴リ不思議之儀賄付右欠石相添初蝶奉申上灘以上
文化十四年丑十一月廿五日 當御代官所
　武州多摩郡
　八王子横山宿
　ノ内
右四ケ村総代
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小野田三郎エ衛門様
　　　御　役　所
名主　　彦右エ門
年老　　馬瀬エ門
　尤も，この文書は訴書の爲ではあるが，償値上，著しい差のあるものではな
い．（文中，畑に雪有之は同月19日降雪せることを擁書櫻日記に依り知り得る．）
勿論，この獣狩は，文中に在る如く悉く割れ，叉，甲子夜話に示される如く“人
々打確テ玩ビ”一片として現在その所在を明にし得す，從って初石そのものに
關する弓術的調査は勿論，目撃者凡てが斯かる事象に慣れざる爲，落下状況に
於ても甚だ不瀟足なる記述を以てなされてをる．
　然し乍ら，野卑のこれ等の現象に封ずる一般人士の態度の一端を知り，叉，
更らには，この埋れたる沸石の一片たり共，醤家の片隅より稜見される機を與
へ得るならば，との冗文護表の目的を達して，大いに肖りあるものと云へるの
である．（早厚田に落下せりと云ふ文政6年〔1823〕の隙石に黙しては，筆者の
知れる限りに於て他に何等σ）記録をも残してみない・）
　　　　　　　　　　　　　　閣　　　答
問：或る書物に，“水星は現衣も計㌻負こ合はない公樗軌道をめぐってみるが，それは，水
　星と太陽との問に未知遊星が有るためであらう．若し，そうなれば，計算的に，未知遊
　星は8等級ぐらゐであらう”と出てゐました．今も水星の軌道は計算：に合はないのです
　か？　」又，水星と太陽との間に遊星は存在しますか？　（朝鮮U．一M．）
讐：：今から73年前の學暦1869年九月に佛國のルゴリエが此の未知星のことを
　學會に提議したのでした．それば，水星の軌道の近日黙がニウトンの引力論
　で計算した結果よりも百年間に38”ばかり進み過ぎることを解くためでし
　た．しかし，今日まで此の星は獲見されてるません．ところが今・から30年は
　ど前，アィンスタイン氏が相劃論の計算から此の近日黙の運動を解説しまし
　たので，最近ば未知星を誰も信じなくなりました．しかし，十九世紀後孚か
　ら今世紀初までは，日蝕の度毎に庇の星の捜索を熱心にやった人々もあり，
　仲々評判ものでした．（Q）
　　　　　　　　　　　鏡面のアルミ墨ウム鑛金
　京都山科の關西光學研究所では創立以來鏡面アルミニウム鍍金につき研究を
進めてみたが，最近その完成を見，優秀な成績を牧めるやうになった，鏡面ア
ルミ三ウム鍍金は種々な黙で銀鍍金に優り，殊に爲眞望遠鏡では不可敏のもの
とされてみる．學界並に一般天文愛好家の熱望に慮へる同研究所の貢献は，日
本¢）四四進歩のために，大きいものがあらう．
